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裁判員経験者の意見交換会議事録 

１ 日時 平成３０年１０月１９日（金）午後２時から午後４時まで 

２ 場所 甲府地方裁判所裁判員候補者待合室 

３ 参加者等 

  裁判員経験者 ７名 （着席順に「１番」等と表記） 

  司会者 丸 山 哲 巳（甲府地方裁判所刑事部部総括判事） 

  裁判官 望 月 千 広（甲府地方裁判所刑事部判事） 

  検察官 荒 木 裕 偉（甲府地方検察庁検事） 

  弁護士 藤 本 紗 季 

４ 議事概要 

(司会者) 

○ はじめに 

 本日は，お忙しいところ裁判員経験者意見交換会にお集まりいただきまして，あ

りがとうございます。私は，甲府地裁の裁判長を務めさせていただいています丸山

と申します。どうぞよろしくお願いいたします。今日は，昨年の５月から今年の３月

までの間に甲府地裁で行われた裁判員裁判の中で，特に，事実が争われた難しい事

件の裁判員あるいは補充裁判員をお務めいただいた皆さんにお越しいただいており

ます。皆さんの御意見，御感想をいただいて，特に，争いがあって難しい事件をどの

ようにして裁判員として臨んで，どのように他の人と議論をして判決まで，最後ま

で仕事をやり遂げられたかというところを中心にして，今後より良い裁判員制度に

なるように，裁判官，検察官，弁護人が勉強させていただくとともに，皆さんの声を

山梨県民の方にもお届けして，実際にこんな大変な事件をやったけれども，こんな

ふうにやったら最後までできたんだよというところをお伝えするような意見交換会

になればいいなと思っております。それではまず，この席に裁判官，検察官，弁護士

それぞれが出席していますので，簡単に自己紹介をしていただきたいと思います。 

（裁判官） 
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 裁判官の望月でございます。いずれの事件におきましても，皆さんと一緒に裁判

体を構成させていただいて，審議をしてきたということになります。本日は，昔の戦

友に久しぶりに会ったような感じで懐かしく思っていますので，今日も活発な意見

交換をよろしくお願いいたします。 

（検察官） 

 甲府地方検察庁の検事の荒木でございます。本日対象になっている事件のうち，

保険金殺人事件を除く事件を担当した検事でございます。よろしくお願いします。 

（弁護士） 

 弁護士の藤本です。よろしくお願いします。私は，裁判員裁判の経験がそんなにた

くさんあるわけではないのですが，今回，裁判員の方々の意見を聞くことによって

今後にも生かしたいと思っていますので，よろしくお願いいたします。 

（司会者） 

 ありがとうございました。藤本弁護人は，昨年５月の現住建造物等放火事件を担

当いただいていますので，そのときの御経験を踏まえてコメントなどを頂ければと

思っております。 

○ 事件の紹介と全体的な意見 

それでは，今回御出席いただいた裁判員，補充裁判員の皆さんが担当された事件

について，簡単にここで紹介させていただきたいと思います。まず，１番の方が担当

された事件は，昨年５月の現住建造物等放火の事件ということになります。この事

件は，被告人が家族と共に住んでいた自宅に火を放って家が全焼し，結果として奥

さんも亡くなられたという，こういう事件でした。被告人が火を付けて家が燃えた

ということ自体は争いがなかったわけですけれども，被告人には犯行当時，精神障

害があって，いわゆる責任能力が問えるかどうかというのが問題となったケースで

した。検察官は，心神耗弱と主張して，弁護人は心神喪失であると主張して，それに

ついて難しい判断を迫られたというケースでありました。結果は，心神耗弱にとど

まり，刑事責任は問えるという判断をして，更に量刑についても判断したというこ
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とです。この事件の場合は，証拠としては実際に自宅が燃えてしまった状況だとか，

御遺族の処罰感情あるいは防犯カメラに映っていた燃焼の状況や燃焼再現実験の映

像，更には被告人の精神鑑定を行った精神科の医師の話を聞いたり，被告人本人，あ

るいは被告人のお姉さんの話を聞くというようなことで終了して，裁判の手続が２

日間で，その後評議をして，５日目に判決を言い渡しております。では，この事件に

参加された全体的な感想ですけれども，１番の方，この事件を担当された全体的な

感想を頂ければと思います。 

（１番） 

 初めて，もちろん初めての裁判員というところで，どういうことなのかさっぱり

分からない状態の中で入ってきたわけですけど，一番やっぱり難しいなと思ったの

が，実際的な犯行動機というのが，要は，精神的な問題というところが，どういう判

断を下していくのかというところで，裁判員の皆さん，裁判官の皆さんと討議をし

ていったわけですけれど，精神的なものをどういうふうに判断するのか，それをど

ういうふうに裁いていくのか，というところが本当にすごく難しかったなと思いま

す。皆さんの御意見等と折り合わせながら，本当に最後まで正当な裁判になったか

なと。そういうところで一役買えたというところが，私としては，すごくいい経験を

させていただいたし，いい場が作れたなと思いました。ありがとうございました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，次の事件ですが，２番から５番までの方が参加さ

れた事件で，これは，保険金殺人事件になります。これは，検察官が起訴してきた事

件は多数ありまして，裁判員裁判対象事件以外の事件については，区分審理という

方法で，裁判官のみで事実の有罪，無罪を判定し，今回参加されている裁判員の方に

は保険金殺人を２件と，その一人の被害者に対する詐欺の事件を判断していただい

たということになります。争点は，共謀，すなわち被告人が他の共犯者と一緒になっ

て犯罪を犯したと言えるのかどうかというところが争点になっていて，被告人は，

全くやっていないということで無罪を主張していたケースになります。この事件の
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場合，殺人事件は２件あったので，殺人事件ごとに二つに分けて，それぞれの事件ご

とに事件発生の日時，場所やメールやＬＩＮＥなどの履歴，それから保険金殺人が

問題になっていましたので，保険に関する書類や渡航履歴などの証拠を調べたりし

た上で，共犯者，関係者を多数，証人尋問で取り調べて，被告人の話も聞いて判断し

たということになります。裁判の期日が大体１か月ぐらい，審理としては１９日間，

更に，その後に評議，話合いを２週間行って，判決までいったということです。です

から，かなり難しい事件を担当していただいて，しかし最後は判決までやり遂げた

という事件になると思います。この事件を担当された御感想を，２番から５番まで

の方にお一人ずつお聞かせいただければと思います。 

（２番） 

 まさか私がという気持ちで選任された当初でしたが，裁判長や裁判官や事務室の

皆さんのセッティングのうまさに，厳しい日程にもかかわらず，資料作成までいた

だき，お弁当の手配や食事会まで，また雰囲気作りとひまわりの生け花など細かい

フォローまであり，他の裁判員の方々と一体して私なりに責任を果たしたと感謝し

ております。今まで裁判所の仕事は，遠くて高いところで仕事をしていると思って

いましたが，当事者の方，家族，関係者，検察官，弁護士や警備の方などこのような

大きなうねりの中で社会正義を実行していると感じました。 

（４番） 

 僕も初めての経験で，すごく最初は戸惑ったところもいっぱいあったんですけれ

ど，長い期間を初めての方々と一緒に過ごす時間というのは最近あまりなかったの

で，そういう面でも，いろんな，また年代も違う人たちの話を聞くことができたりと

か，自分の意見を活発に出しやすいような環境を裁判長，裁判官の方々に作ってい

ただいて，周りのフォローがあって，すごくいい時間を過ごせたなという感じで，経

験の面で，すごくいい経験をさせてもらいました。 

（５番） 

 司法のことは全然分からなかったんですけど，裁判員に選ばれて大変勉強になり
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ました。いろいろなことを教わり，また皆さんにいろいろ御迷惑を掛けたこともあ

るんですけど，皆さんにフォローしていただいて，本当に大変勉強になりました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，次は６番の方に担当していただいた事件です。こ

れは，昨年の１１月頃の事件だったのですけれども，傷害致死被告事件というのを

担当していただきまして，事案の概要としては，被告人がもう一人の共犯者と一緒

になって知り合いの被害者の顔面や体を手や金属製パイプで殴ったり，頭を踏み付

けるなどして傷害を負わせて死亡させたと，こういう事件です。争点は，被告人と共

犯者との共謀というところで，つまり，検察官は，被告人と共犯者は被害者に対する

暴行を一緒になって行う意思を通じていたと主張したのに対して，被告人と弁護人

は，現場にいて確かに暴力は加えたけれども，共犯者と意思を連絡してやったわけ

ではないという主張があったわけです。実際の裁判では，被害者の死因だとか，被告

人や被害者の体格に関する捜査報告書や現場の状況の写真，あるいは証拠物として

金属製パイプなどを調べた上で，証人尋問として，共犯者とされる人や現場にいた

人，それから被害者の遺体を解剖した解剖医の話も聞いて，被告人の話も聞いてい

ます。この裁判も，法廷での手続が３日間，その後は評議をし，判決をし，全部で６

日間ということで，それなりの期間をかけて難しい事件を担当して，最後まで仕事

をしていただいたということになりますけれども，この事件に参加された６番の方

の御感想をいただければと思います。 

（６番） 

 私は，補充裁判員ということで，判決には関与しなかったんですけども，その流れ

を見せていただいて，また自分なりの意見を言わせていただいて，まさか自分がそ

ういうことを，意見を言う立場になるということは日常生活の上では全く考えたこ

とがなかったものですから，どんなふうに考えていったらいいんだろうというとこ

ろで最初非常に戸惑っていたところはあるんですけれども，裁判官の方だったりと

か，いろんな方がそういうお話をしていただく中で，自分なりの意見も言えて，それ
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なりに役割が果たせたかなというふうに思っております。非常にいい経験をさせて

いただきました。ありがとうございました。 

（司会者） 

 どうもありがとうございました。それでは次に，８番と９番の方に御参加いただ

いた事件は，今年の３月の事件になります。これは，強盗致傷被告事件でして，これ

は，被告人が他の共犯者らと一緒になって，被害者を車に乗せて，その中で殴った

り，いろんな暴行を加えてお金を取ろうとしたけれども，取れなかったと。その際に

けがを負わせたと，こういう事件になります。被告人が事件に関与したことは争い

がなかったんですけれども，その関与の度合いが問題となっていて，法律の概念で

は共同正犯ということで，被告人が，事件を自分たちの犯罪として他の共犯者と一

緒にやったという検察官の主張に対して，弁護人は，幇助犯ということで，被告人は

他人の犯罪を手伝ったに過ぎないんだと，こういう主張をしたということになりま

す。法廷で調べた証拠の中には，現場や自動車の走行経路，それから被害者が犯行を

再現した写真や凶器や道具の準備状況，あと，メールなどのやり取りについても調

べた上で，共犯者や行動を共にしていた関係者の話を聞いて，被告人からも話を聞

くという証拠調べを行いました。法廷の手続を４日間しまして，その後評議，判決を

加えて，全部で８日間仕事をしていただいたということで，これもまたなかなか時

間の掛かった裁判の類いで，大変な事件を担当していただいて，判決までやり遂げ

られた事件ですけれども，全体的な感想をいただきたいと思います。 

（８番） 

 まず最初に，裁判員に自分が当たってしまう，なってしまうということを今まで

全然考えていなかったので，裁判員になってびっくりしたというのが最初です。こ

の裁判に関しては，証人の方とか被告人の方とかの意見というか，言っていること

が違ったので，何が本当なのかということをすごく考えさせられて，皆さんの意見

を聞きながら自分の意見も言うことができて，そこはすごく良かったなと思ってい

ます。決して楽しい経験ではなかったんですけれども，大変いい経験をさせていた



 

 

- ７ - 

だいたと思います。 

（９番） 

 皆さんと意見というか，考え方は同じなんですが，まさか自分が当たるとは思わ

ないのに，こうやって当たって，実際に参加したわけですけども，ちょっと言葉は悪

いんですけれど，興味半分，人生勉強半分ということで，裁判所，裁判員制度ってど

うなるかということを自分で経験したくて，行ってみようかという，そんな簡単な

気持ちで参加したわけですけども。今回の事件は，共犯者，関係者の人数が多くて，

最初はちょっと内容が分からなくて戸惑ったんですけども，毎回毎回参加を重ねる

ことで復習し，内容を確認しながら進めてきたということで，だんだん内容が分か

るようになりました。また，裁判長さんや裁判官さんは，ざっくばらんな方で，ちょ

っと緊張していたんですけども，リラックスできて意見が言えたことがとても良か

ったと思っています。また，裁判員が終わってからも，裁判員制度というものにちょ

っと興味を持ちまして，終了してからも新聞やニュースに裁判員制度でやりました

みたいなことが出ると，ああ，あんな感じでやったのかなってことを日々思うよう

になって，とても良かったと思います。また，メンバーもすごく楽しいメンバーで，

緊張がほぐれてリラックスできたということが良かったと思います。 

（司会者） 

○ 裁判員を経験してよかったこと 

 どうもありがとうございます。全般的に前向きというか，肯定的な意見が出て，ほ

っとしておるところであります。それで，よく新聞記者の方とかから，裁判員を経験

した方は，いい経験でしたと言う人が非常に多いと聞いているんだけれども，要す

るに何が良かったという意見が多いんですかということを聞かれることが多くて，

今，いろいろと幾つか出ましたけれども，何が良かったか，あるいは良くないことが

あったかどうか，ちょっとお聞きしてもいいでしょうか。 

（１番） 

 適切な答えかどうか分からないんですけど，まず，今まで法廷というのはテレビ
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でしか見たことがありませんでした。その中に自分が身を置いていたときのその感

覚というのは，二度とこういう経験はできないなというところだと思います。あと

は，やはり自分がそういう審理をするというところで，自分としてどの程度のこと

ができるのかなと思いながらやっていった中で，最後にこういう結論が出たという，

その過程を経験する中で，裁判員裁判では，やはり本当にこういう内容で，こういう

ことをやっているんだなということが本当に身をもって分かったというところが本

当に良かったところだと思います。 

（２番） 

 私も，長い間裁判員裁判に関わらせていただきまして，職場と切替えをできなか

ったこともあったんですけど，皆さんのお力添えによりまして，またいろんなフォ

ローをしていただきまして，自分なりに最後までやり遂げることができたことはう

れしく思います。大変いい機会を頂きまして感謝しております。 

（４番） 

 僕も，普通の人じゃ経験できないことができたというのがまず一つあって，あと

は，いろんな人がいて，いろんな考え方がある人たちが集まって，そのフラットな状

態から何か一つのことで話し合って，突き詰めていくというようなことができたと

いうのが，また，すごくいい経験だったなって思います。 

（５番） 

 悪い言い方かもしれないんですけど，私としては，裁判所というとあんまりいい

イメージを持っていなかったんですけど，まさか自分が裁判員に選ばれるとは思わ

なくて，最初は，行っても大丈夫，選ばれないからなんて家族に言われたんですけ

ど，たまたま選ばれまして，それで２か月ちょっとやってきたんですけども，本当に

司法のことは，さっきも言ったように全然分からなかった私がいろんな勉強させて

もらって，本当に大変勉強になりました。良かったと思います。 

（６番） 

 私的には，良かったというイメージがあまりないというか。ただ，その中で，裁判
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官をはじめとして，裁判所の方々からお気遣いをいただいて，うまく導いていただ

いたところがありがたかったこと。それから，判決までたどり着けたということで，

ほっとしたという部分があります。そういう経験をさせていただいた，強いて言え

ば，この裁判員に当たったということが良かったかなというふうな感じでしょうか。 

（８番） 

 ちょっとミーハーな感じなんですけれど，まず，裁判所の中に入るということが

普段はなかったので，裁判所の中に入って，中を見られて，中で働いている方も特別

な方じゃなくて，普通の方が普通に仕事をされていて，裁判官の方も検察官とか弁

護士の方もお話も分かりやすくて，何かすごく特別な場所じゃないんだなというの

が分かったのが良かったなと思いました。 

（９番） 

 何にしろ一番良かったのは，８日間休まず，具合も悪くならず，雪が降った日もあ

りました，だけど，欠席せずに８日間来れたというのが自分としてはすごく良かっ

たなと，ほっとしたところです。周りの方で裁判員制度で出た方が誰もいないので，

この年代で経験できたということが，すごく良かったです。 

（司会者） 

○ 改善すべき点 

 ありがとうございます。では，逆に，ちょっとこういうところはいまいちなので，

改善したらいいんじゃないかな，改善の余地があるんじゃないかなというところが

あれば，御感想や，率直な御意見を頂ければと思います。 

（９番） 

 あんまり悪いイメージがなかったんです。参加させていただいた期間で，変なと

ころがなかったですが，裁判の途中，ちょっと被告人の声が小さいときがあったん

ですね。聞きづらいときが。そのときに，何かちょっと大きな声出してもらうとか，

していただいたら分かりやすかったなと，そのくらいです。 

（司会者） 
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 ありがとうございます。ちょっとマイクの使い方もあったかもしれません。あり

がとうございました。参考にさせていただきます。８番の方はいかがですか。 

（８番） 

 そうですね，いまいちというところはそんなに特になく，話の内容も分かりやす

かったですし，そうですね，お茶菓子なんかも用意していただいて，大変おいしくい

ただいて，良かったです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。６番の方，お願いします。 

（６番） 

 その部分については，特に私にはないです。非常に良かったと思います。 

（司会者） 

 ５番の方はいかがですか。 

（５番） 

 別に私もその点に関してはありません。 

（司会者） 

 ４番の方はいかがですか。 

（４番） 

 私も特にないです。 

（司会者） 

 ２番の方はいかがですか。 

（２番） 

 私も特にありません。 

（司会者） 

 １番の方，何かありますか。 

（１番） 

 いや，私もありませんでした。 
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（司会者） 

○ 参加する前の心境について 

 しかし，まあ，そうはいっても，なかなか今，裁判員制度に参加する前の方は，で

きれば来たくないという方も実は多いんです。今日お越しいただいた方，皆さんの

感想は，すごくいい経験になったということを言っていただいていますけれども，

やっぱり最初は嫌だなと思ったけれども，実際来てみたら良かったというところに

切り替わったのは，何か，原因があるんでしょうか。それとも最初からやりたかった

ということでしょうか。皆さん，その辺りはどんな感じでしょうか。１番の方からお

願いします。 

（１番） 

 確かに経験のないことですから，どうなっていくのかなということだけは，確か

に不安はありましたけども，実際にやっていくうちに，皆さんの雰囲気ですとか，裁

判長をはじめ裁判官の皆さんの雰囲気作りですとか，そういうところで和んでいっ

て，また，その皆さんと控え室の，先ほど言われたようにお菓子が用意されていた

り，お茶やコーヒーが用意されていたりというところで，気分もリラックスさせて

いただいたというところなので，そういう嫌な感じはなかったです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。最初はやっぱり経験がないので，どういう雰囲気か分か

らないし，ちょっと最初は，よく分からないから不安だっていう感じでしょうか。 

（１番） 

 そうです。 

（司会者） 

 むしろ，裁判所の方から，やっているのがこんなことですということが分かれば

不安の軽減や解消になるという，そんなところにつながるんでしょうか。 

（１番） 

 そうです。 
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（司会者） 

 分かりました。ありがとうございます。貴重な御意見だと思います。では，２番の

方，今のお話ですけど，もしかしたら最初からやりたかったのかもしれませんけれ

ど，ちょっともやもやしていたのが変わったというのがあれば教えていただきたい

んですが。 

（２番） 

 私も，最初に申し上げたんですけど，最初はまさか私がと思ったんですけど，参加

させていただきまして，いろんな資料を見たり，あとは皆さんの雰囲気作り，それら

を感じまして，私なりに一生懸命やりたいという気持ちが盛り上がりました。結果

として，いい経験をさせていただいたということで，今もとても感謝しております。 

（司会者） 

 ２番の方は，選ばれる前は，できれば外れたほうがうれしいなという感じだった

んでしょうか。それとも，せっかくだからやりたいなという気持ちだったんでしょ

うか。 

（２番） 

 まず，私がというので，ネットで調べたりすると，２日か３日で終わるとか書いて

あったんですが，私が呼ばれた事件番号で何日間っていうのは分からなかったんで，

その辺の具体的な話が来て，日数を聞いて驚きました。事件番号だと何日間という

ことがちょっと分かりづらかったんで。意見ではないんですけど，それだけはびっ

くりしました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，最初不安だったけど，それが変わったと

か，そういうことがあればお願いします。 

（４番） 

 僕は，むしろ最初から，もう２回目ぐらいの通知が来たときから，選ばれたいなと

思っていて，くじ引きのときも，もう選ばれろ，選ばれろって思っていたんで，むし
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ろ，選ばれて，ああ，多分いい経験できるんだろうなって思っていたんで，そこは最

初からもう嫌だなという気持ちは一つもなかったです。 

（司会者） 

 ちなみに，選ばれたいと思っていた理由はありますか。何かこんなふうにニュー

スで見聞きしたからとか，あるいは何か原因とかあれば。 

（４番） 

 原因というか，やっぱり選ばれないとできないという，誰でもがやろうと思って

できるものじゃないんで，それは。だんだん選ばれ，その選定がだんだんいくにつれ

ていって，残ってきたときには，もうやっぱり経験したいなというふうに思いまし

た。どういうことやるのかは分からなかったですけれど，でも，その一つの事件につ

いて話し合うというのもやってみたかったですし，やる前に特に心配とかはなかっ

たです。 

（司会者） 

 ４番の方のように，最初からできればやってみたいなという人をこれから増やし

ていくために，こんなことをしたらそういう人が増えるんじゃないかな，というよ

うなことはありますか。 

（４番） 

 そうですね，でもやっぱり，どういうことをするのかという守秘義務以外のとこ

ろでオープンにできるところはオープンにしたほうが不安みたいなものが少なくな

っていくでしょうし，事件だけの話をするっていうところでないような，他のとこ

ろでも，いろんな人と話せるということもあったので，例えば，違うプラスアルファ

のところを言ってみてもいいんじゃないかなと思います。 

（司会者） 

 選ばれたらどんなふうになるかということをもう少し伝える，あるいはプラスア

ルファで，他のいろんな世代のいろんな人と話をすることによってのプラスなんか

を伝えるということを，もうちょっとやってみれば，そういう気持ちの人も増える
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かもしれない，こういう御意見でよろしいですか。 

（４番） 

 はい。 

（司会者） 

 非常に貴重な御意見，ありがとうございました。では，５番の方，選ばれる前，で

きれば本当は嫌だったなと思った，あるいはやりたかったのか，それでその気持ち

がどう変わったのか，どちらでしょう。 

（５番） 

 裁判所から連絡をもらったときに，あれ，私，何か裁判所に呼び出されるようなこ

とをしたかな，なんてちょっと心配になりまして，それで，開封したら，裁判員候補

に選ばれましたということで。それで，裁判所に来まして，そうしたら当たりまし

て。そのときには，自分の勉強のために半分やりたい，これからずっと私やっていけ

るかしらということが半分ありましたけど，やってみて本当に良かったと思いまし

た。 

（司会者） 

 ありがとうございます。最初は，やりたい気持ちも半分ぐらいあるけれども，半分

ぐらいやっぱりやっていけるかなという不安もあったという，そんなところでしょ

うか。 

（５番） 

 はい。 

（司会者） 

 実際やっていけるかしらという不安があって，実際に裁判員をされて，その不安

を打ち消した要因って何でしょうか。 

（５番） 

 一緒にやった仲間たちや裁判官の優しい言葉とか，いろいろ気遣いを頂いて，そ

れでやってこられたと思います。 
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（司会者） 

 やっぱりチームを組んだ仲間たち，皆さんの雰囲気が良かった，いい雰囲気でや

ると，不安というのは解消できるということでしょうか。 

（５番） 

 そうです。 

（司会者） 

 非常に貴重な御意見をありがとうございます。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 

 やはり，最初に通知が来たときには，本当に自分は何かしたんだっけみたいな，や

っぱりそういうことは思いました。ただ，開けるのがどきどきしたような気はしま

す。頂いて，すぐに良かったとか悪かったとか，そんなふうなイメージは全然なく，

ただ，ああ，そうか，こういう制度があったんだみたいな，それまで忘れていたとい

うふうな感じです。それから，じゃあその裁判員ってどんなことをしていくんだろ

うというふうなこともネットでちょっと調べたりして，ああ，そうか，そうかという

ことで，そういえば，昔そんな制度を聞いたことあるなみたいな，そんな感じです。

そこから実際やってみて，なかなかやっぱり経験できることじゃ当然ないですし，

たとえ会社を休んで来たとしても，十分，自分の人生の中で考えていくと何かすご

く重みのある，転換点とは言わないですけど，一つの経験としてはすごくいい経験

ができたような気がしますし，やっぱり一つの回答を導き出していく方向作りとか，

そういうふうなことに対しても非常に参考になることがいっぱいあって，私として

はとてもいい経験をさせていただいたなと最終的には思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。６番の方の場合は，通知が来たときにいろいろとネット

で調べてみたと。そうすると，こんなような制度だなというのが分かって，それなら

行こうかなという感じになった，そんなこともありますか。 

（６番） 
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 はい。 

（司会者） 

 そうすると，やっぱり，調べたら分かるようにしておくようなことも大事かもし

れないですかね。あとは，実際に仕事をやっていくに当たって，今言っていただいた

とおり，一つのことをどういうふうにやっていくかというプロセスをきちんとして

やっていくという，中身をきちんと充実させると，それがやっぱり非常にいい経験

につながるということになるというところでしょうか。ありがとうございます。で

は，８番の方，お願いします。 

（８番） 

 私も通知が来たときに，まさか自分がなるとは思わず，軽い気持ちで絶対当たら

ないという変な信念のもとで来て，当たってしまったときには，ああ，当たっちゃっ

た，これからどうしようという思いだったんですけれども，そもそも法律のことは

分からない，専門用語とか難しいことを言われたらきっと理解ができない，それが

すごく最初不安になったんですけれども，お話の内容もすごく分かりやすくて，一

緒に裁判員をやった皆さんともフランクに話ができたので，そこから，あっ，私でも

理解ができるんだなという。法律は難しくて何か遠いところのものという感じだっ

たんですけども，それがちょっと身近になったというのが良かったのと，あと，お友

達とちょっと話したときに，「裁判員って日当が出るんだよ。」という話をしたら，や

っぱり皆さん知らなくて「へえ，出るの，日当。お昼御飯はどうするの。」とか，そ

ういう話があったりしたので，何かそういうところももうちょっと分かりやすくな

っていると，じゃやってみようかなって思う方もいらっしゃるんじゃないかなって

思いました。 

（司会者） 

 やはり，選ばれたときに，当たっちゃったという不安があったというところはあ

って，それもやっぱり実際に，もしかしたら法律用語，専門用語が出てきて，難しく

てということがあるかもしれないなという不安があったということでしょうか。そ
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うすると，実際は，法律用語は使わないようにして，法律用語を使わないでやってい

ますので，知識も要らないんですよということをちゃんと県民の皆さんに分かって

もらえば，多分ちょっと不安が和らぐかもしれないということはあり得るってこと

でしょうか。あと，その日当とか，お昼をどうするかとか，そういう細かな情報も提

供しておくと不安を解消する要素になり得るんじゃないか，そういうことでよろし

いですか。これも非常に有意義な御意見をありがとうございました。では，９番の

方，お願いします。 

（９番） 

 私は，「警察２４時」とか，ああいうのがすごく好きなんです。番組でやっている

といつも見るんですけれども，裁判所で判決を下すということにすごく興味があり

まして，当たったときに，ああ，当たったと思ったんですけども，家族にも人生勉強

のために行ったほうがいいよなんてことを言われたんで，その気になって，是非当

たるように，当たるようにとやって来ました。その日に，補充裁判員だったんですけ

ども，補充裁判員でも番号に入って，ああ，良かったって，職場にも，８日間は行か

せてくださいということももう許可を得ているんで，何が何でも当たりたいと，最

初は分かんなくて思ったんですけども，いざ，１回，２回，３回と重ねるごとに自分

の意見を言わなきゃならないと。私は，すごくこの意見を言うのが，人前で話すとい

うことがすごく苦手だったんで，嫌だなと思って，周りから，「裁判員制度って何を

するの。」と聞かれたときに「いや，みんなで集まって意見を言うんだよ。」って言っ

たら，「えっ，そんなの嫌だ。」って，すごく悪いイメージを与えたんですよね。「え

っ，そんなの私に当たったら，絶対行かない。」って言う方もいますけども，でも，

最後までやってみて，裁判長や裁判官，あとメンバーがすごく和む雰囲気で，ああ，

こんな感じかみたいな，緊張して言わなくていい，おしゃべりでいいんだというよ

うなことが何度も重なって，２回，３回と重なってきて，最後には，やって良かった

なと思いました。 

（司会者） 
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 ９番さんの場合は，当たりたかったということですね。興味があったというのは，

さっきおっしゃった「警察２４時」みたいな，事件が起きたときにどうなるかという

のにもともと興味があってというところでしょうか。やっぱり，そういう方が興味

を持って参加するという可能性が高いかもしれませんね。ありがとうございました。 

○ 裁判の分かりやすさについて 

それでは，分かりやすいという話がちょっと出ましたので，一旦，裁判の分かりや

すさの話に飛びたいと思います。証拠調べの分かりやすさのところは，とどのつま

りは，検察官と弁護士がどう分かりやすく調べるかというところに来てしまうので，

ここの御感想をお聞きしたいと思います。検察官，弁護人は，法廷で最初に冒頭陳述

といって，紙を配って冒頭陳述をやって，その後証拠調べ，書面を読み上げたり，証

人尋問したり，被告人に質問したりとやって，最後に論告弁論といってまとめの紙

を配って，検察官はこう思います，弁護人はこう思いますという主張をして，事件に

必要な情報を法廷で出してくれるわけですけれども，その検察官や弁護人の訴訟活

動がどうだったかというところをちょっとお聞きしたいと思います。今回は，直接

担当されたお二人もおられて，その前で大変言いにくいとは思うんですけれども，

検察官と弁護人の活動について，何か御意見，御感想があればお願いします。 

（９番） 

 そうですね，裁判中，検察官さん，弁護人さん，とても滑舌が良くてびっくりしま

した。あんなに滑舌よく話さないとだめなのかと。それは，もちろんそうなんですけ

ども，その滑舌の良さにびっくりしたの一言です。内容は，いろいろ証拠調べ，手を

掛けていろいろ御苦労だなということは思いました。 

（司会者） 

 滑舌の話が出ましたけれど，ちなみに，検察官と弁護人は，リハーサルなんかして

かまないようにしているんでしょうか。 

（検察官） 

 甲府地検，検察庁では，裁判員裁判をやる前には，必ず１回は身内でリハーサルを



 

 

- １９ - 

やってはいます。あとは，多分，職業的に滑舌よくしゃべるように意識は常にしてい

るんでしょうね。リハーサルって大体上司が見ていて，ここを直せ，あそこを直せっ

て，たたかれて直したものを皆さんにお見せしているはずです。 

（９番） 

 では，検察官や弁護士さんは，もぞもぞしている人はいないんですか。皆さん，は

きはきしている方がほとんどですか。もじもじしているとか。 

（検察官） 

 います，います。 

（司会者） 

 弁護人は，リハーサルとかやるんですか。 

（弁護士） 

 リハーサルは，事務所の事務員さんに聞いてもらってしています。事務員さんで

あれば，あまり法的な知識がすごくあるというわけじゃないので，事務員さんでも

分かるかなというところで，あまり前知識をなく話をさせてもらって，今の分かり

ましたか，みたいな感じでやっていて。滑舌は，私もそんなに良くはないので，すご

く気を付けています，裁判員裁判のときは特に。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，次，８番の方，検察官と弁護人の法廷での活動に

ついて御感想をいただければと思います。 

（８番） 

 やっぱり私も同じように，すごく滑舌が良くて，話が聞きやすいというのはもの

すごく感じました。自分がなかなかすぐ理解できなくて，あまりに早くしゃべられ

ると，ちょっと頭の方がついていけないところがあったので，話の内容が込み入っ

たようなところはゆっくりお話ししていただければありがたいかなって思いました。 

（司会者） 

 なるほど。ありがとうございます。リハーサルのときに，もうここはゆっくりやれ
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とか，そういうコメントはあるんですか。 

（検察官） 

 どちらかというと，文章の方を直します。があっと一気に言われると分からない

から，二つの文章に分けたほうがいいとか，そういう形の方が多かったです。 

（弁護士） 

 私も一緒に担当した弁護士とかからいろんなアドバイスをもらって直すという感

じです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。それでは，６番の方，いかがですか。 

（６番） 

 出てくる証拠とか，そういうものに関しては多分徹底的にやられたものが出てき

ているんでしょうから，そこに関しては特に何もないとは思うんですが，やっぱり

担当される方の話し方であったりとか，やっぱりそういうところで，あっ，この人の

話，何かすごく聞いていて分かりやすいな，この人の話が本当なんじゃないんかな

とか，そういう誘導ではないんですけど，でもやっぱり自分の気持ちとして，話の聞

きやすい話であったりとか，そういうところへ気持ちがいってしまうというふうな，

そんな感じはやっぱりありました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 仕事でしょうけど，素人の私たちにもよく分かるように，あれだけのことをよく

調べたなと思いました。裁判員裁判のときには，なるべく専門用語を使わないよう

に，素人でも分かるような言葉にしているんですか。 

（検察官） 

 まず，やはり，言葉遣いには気を付けています。あと，特に裁判所と，心神耗弱と

か共謀とか，ああいう言葉については，共通の，こういう説明をしましょうねってす
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り合わせをして，何だろう，何言ったんだろうって間に話が進んでしまうと話が頭

に入ってこないので，そうならないように気を付けています。 

（５番） 

 分かりました。 

（司会者） 

 弁護士会ではいかがでしょうか。 

（弁護士） 

 弁護士会でも，勉強会とかでも，やっぱり専門用語は使わないようにしましょう

とか，そういうふうにやっています。 

（５番） 

 いろいろお気遣いしていただいてありがとうございます。 

（司会者） 

 法律用語を使わないということは，法曹三者ではもう共通認識があるんですね。

だから，さっき検察官が言ったように，責任能力とか，共謀だとか幇助犯だとかの難

しい話のときには，そのまま法律用語を使っても分からないので，それじゃこの事

件ではこんなふうに言い換えてやりましょうというのを事前に裁判官と検察官と弁

護士さんで調整をしてやっているんですね。 

（５番） 

 よく分かりました。ありがとうございました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。４番の方，お願いします。 

（４番） 

 １年以上も前のことで，あんまり覚えていないんですけども，確かに難しい言葉

もなく聞くことができたので，その点についてはすごく分かりやすかったし，逆に，

被告人とか証人に対しての質問とかも，すごく分かりやすいような形で，僕たちで

も分かるような感じだったんで，そこら辺はすごくちゃんとしているんだなという
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ふうな印象でした。 

（司会者） 

 ありがとうございます。２番の方，お願いします。 

（２番） 

 私，それぞれの仕事を担当されていまして，その中で大きなぶつかり合いという

か，それがとてもよく調べていただいたり，それからいろんなことを時間を掛けて

臨んでいるなということで感心，感動いたしました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。１番の方，お願いします。 

（１番） 

 検察官の，ちょうどお二方のときだったと思いますけど，先ほど来から皆さん，検

察官は滑舌がいいって，確かに，それもすごく印象にありました。たまたま私たちの

メンバーの雑談の中で，やっぱり検察官，弁護士さんの話し方だとか態度だとかっ

てすごく大事だよねと。やっぱり，もちろん証拠ですとか，そういう弁護する証拠で

すとかというのは，全て出してくるんですけど，やっぱりその話し方ですとか態度

ですとかというところに，ちょっと僕のときは違和感をちょっと感じたことがあっ

て，やっぱりグループの中でも，こうだったよねという，やっぱりその話はいろいろ

出たことは確かでした。 

（司会者） 

 私の方で補足させていただくと，検察官は，お仕事上，立場上，時々ややきつくな

るときがあるという印象を持つ場合があり得ると思います。あと，弁護士さんは，被

告人の主張に沿った弁護活動をすることになるので，それがもしなかなか通らない

主張だったとすると，ちょっとあれは何だったのみたいな話もあり得て，これは，双

方の職業柄，ある程度仕方がないところであるとは思うんですね。そういう説明は

裁判官もしているんですが，印象としてはそういう印象を持たれるときも，もしか

したらあるかもしれないということだと思います。今，ちょっと証拠調べの話が出
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ましたけれども，証拠は，割とまとめた証拠で，出てくる現場の見取り図とか写真な

んかは分かりやすいということで，大体皆さん一致していると思うんです。結構評

価が分かれるのが，証人尋問だとか被告人質問が上手か，そうでないかと。そういう

評価がちょっと分かれるときがあって，ちなみに，前のことなのであまり覚えてい

ないかもしれませんが，証人尋問とか，要するに人が来て証言台に座って，質問する

ときの分かりやすさですけど，これがどうだったかというのをちょっとお聞きした

いと思います。１番の方，いかがでしょうか。 

（１番） 

 それは，すごく分かりやすくて，大体それで何となく頭の中にイメージがついた

なという印象はありました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。２番の方はいかがでしょうか。 

（２番） 

 私も話を聞いて感じることがありまして，とてもお話は十分よく聞けたと思いま

す。 

（司会者） 

 証人の方も被告人の質問もということですね。 

（２番） 

 そうです。 

（司会者） 

 ４番の方，お願いします。 

（４番） 

 これも先ほど言ったように，やっぱり，質問は全然聞きやすかったし，僕たちに分

かるような形で質問しているんだなというのも分かりましたし，違和感は全然なか

ったです。 

（司会者） 
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 たくさん証人尋問をやったんですけど，混乱はしなかったですか。 

（４番） 

 その都度，終わった後に話合いがあったので，特に分からないことがあったら，そ

の都度持ち帰って聞けば大体分かるというのがあったんですけれども，そのときに

１回聞いて，そこで全部理解するのはなかなか難しいところはあったんですけども，

その後の話合いとかで，その日に分からないことが残らないような形だったんで，

質問とかは，ただ僕が追い付けていないというような感じだっただけで，全然，分か

りやすかったと思います。 

（司会者） 

 ５番の方はいかがでしょうか。 

（５番） 

 証人尋問も全部分かりやすくて，良かったと思います。 

（司会者） 

 証人が，一体どの場面の，何の話をしているのかというのが一瞬分からなくなっ

てしまうとか，そういうことは大丈夫でしたか。 

（５番） 

 そういうことがあったときもありましたけれど，後で皆さんと話合いをして，分

かるようになりました。 

（司会者） 

 ６番の方はいかがでしょうか。 

（６番） 

 それぞれ，導きたい方向がやっぱり違うので，そういう部分に関して，こちらに訴

えてくることが果たして１００パーセント理解できたのかなというと，結構そこは

ちょっと疑問があるかなとは思うんですが，それを部屋に帰って，裁判官から，こう

いうことだったんですよねというふうな，そういう内容の確認があったりして，そ

れだったら僕はこういうふうに考えられるな，というのだったりとか，そういうフ
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ォローがあったので非常に助かった部分があります。 

（司会者） 

 法廷の中だけで全部理解しようとした場合に，検察官と弁護士がこんなことを工

夫してくれたら，法廷の中で全部理解できるのにというのはありますか。例えば，尋

問するときに，ではこれから，この後はこれについて聞きますねみたいな前振りが

あって聞いたほうが分かりやすいとか，あるいは重要なところはもう１回繰り返し

てもらうとか。そんなのは，何かありますか。 

（６番） 

 私たちに全てを理解させて進めるということ自体が，非常に難しいんじゃないか

なと。裁判員自身も，当然その話に割と精通している方とか，していない方とか，い

ろんな方がやっぱりいるとは思うんで，そこは難しいので，今の方法でいいんじゃ

ないかなという気がします。 

（司会者） 

 ありがとうございます。８番の方は，実際の証人尋問と被告人質問が分かりやす

かったかどうか，いかがでしょうか。 

（８番） 

 そうですね，難しいお話も分かりやすく説明していただいたので，すぐには理解

できなくても，後でみんなで話し合うときとか，そういうときに徐々に理解してい

けたので，話の内容は分かりやすかったんだと思います。 

（司会者） 

 最初から全部が全部分かっているわけじゃないけど，法廷が進んでいって，合間，

合間にみんなで話をして，さっきの話はこうだったよねみたいな確認をしつつ，ま

た法廷が進んでいって，最後の書面が出てきたりすると，その頃には一応インプッ

トされていると，そんなような感じでしょうか。 

（８番） 

 はい。 
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（司会者） 

 ありがとうございます。９番の方，お願いします。 

（９番） 

 検察官のペースがちょっと速いときがあったんです。声は，滑舌が良くて，よく分

かったんですけども，私にはちょっと速くて，どんどん話が進んじゃって分からな

いときもありましたけど，帰ってきて復習して，ああ，あのときはこうだったのかと

か，そういうことを思いました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，検察官，弁護人は，証人尋問で留意されていること

はありますか。裁判員の方々が理解しているかどうかというのは，一応把握しなが

らやっているという形なんでしょうか。尋問に集中しているから，なかなか難しい

のかなという気もするんですが。気を付けているところは何かありますか。 

（検察官） 

 目の端で裁判員の方々のリアクションは気にするようにはしているつもりです。

時々，やっぱり相手も生きた人間なので，質問がヒートアップしていって，速くなっ

ちゃうということはあるかもしれませんが。基本的には，自分が聞きたいことを聞

くんじゃなくて，第三者が聞いたときに意図が伝わるように，そういった視点の質

問もしているつもりではやっています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。弁護士の側からはどうですか。 

（弁護士） 

 そうですね，弁護士会の勉強会とかでも，やっぱり裁判員の方に分かりやすいよ

うに被告人質問をするというのでもあるんですけど，被告人の特性とかも結構あっ

て，全く通用しないときもあるし，ケース・バイ・ケースなのかなと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございました。裁判官は，何かありますか。証拠調べを見ていて，こう
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いうときは分かりにくくなってしまうとか。 

（裁判官） 

 そうですね，評議の場面とかで議論していると，結構裁判員の方々は，皆さんよく

証人の話の内容とかを理解されているなという印象ではあります。証人の数が多く

なってきたりとか，専門的な話が出てきたときには，多少分かりにくい部分は出て

きてしまうかもしれないんですけれど，それも，証拠調べが終わった後に，みんな

で，この点どうだったっけということをやっぱり確認しながらやっているので，大

分，というか，結構理解された上での評議にはなってきているかなと。今日の皆さん

の感想が，そのまま当てはまっているような印象を私も受けています。 

（司会者） 

 法律家の中では，分かりやすい法廷での活動をしていこうという努力をしている

わけですけれども，最初に何人かの方が言っておられましたけれど，実際に裁判に

出て難しいことを聞かされるんじゃないかというイメージとは違い，それなりに分

かりやすくできているところはあって，裁判が進むにつれてそれなりにインプット

されているとお聞きしてよろしいですか。そうすると，やっぱり当初，法廷での分か

りやすさというのを追求していって，分かりやすいことをやりますよということを

県民の方に伝えることで，不安の除去につながるということになると思いますので，

我々としては更なる分かりやすさを追求していきたいと思います。どうもありがと

うございました。 

○ 評議について 

それで，次は評議の話をしたいと思いますが，議論が十分にできたのかという話

をしたいと思います。判決を出すということは，議論の結論が出ているわけですけ

れども，それまでのプロセスとして十分議論ができたかといった辺りのところです

けれども，中身の話は守秘義務に係るところがあるので，ちょっと難しいかもしれ

ませんけれども，事件について議論しなきゃいけないところが十分議論できたとい

うふうに感想として持たれているかどうかを確認したいと思います。では，９番の
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方，どうでしたか。 

（９番） 

 日程の中で，後半の方が結構議論する日が２日間ありましたが，朝から夕方まで

結構いろんなことが議論に出て，それは良かったと思います。自分の意見が言えた

かってところでは，私は補充裁判員だったんですけれども，皆さんと同じように言

いたいことはいろいろ話もできましたし，満足したと思います。 

（司会者） 

 十分な議論ができたというふうに思える条件って何かありますか。あるいは，こ

ういうふうにすれば十分な議論ができると思います，というような。実際にできた

という話でしたけれど，どういう点からして，できたという感じでしょうか。 

（９番） 

 十分な議論ですか。事細かに裁判長がホワイトボードに書いてくれたり，分かり

やすく，それが理解できて，そうですね，細かくいろんなことを話合いができたとい

うことが分かりやすかったかな。 

（司会者） 

 朝から夕方までびっちりと議論する日が何日かあって，その内容を，例えば，他の

の人がそっちを議論していると全然分からない，とかじゃなくて，一応理解できて

いるというところでの議論から進んでいったというところがあったので，十分議論

できたと，こういう整理でいいですか。 

（９番） 

 はい。 

（司会者） 

 そうすると，やっぱり我々裁判官としては，皆さんがきちんとその事件の，議論し

なきゃいけない点が理解できているのかなというのをきちんと確認しながら進めて

いくのが大事になりますかね。 

（９番） 
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 難しい専門用語なんかも細かく説明してくれて，ああ，そういうことかとか，そう

いうことをしたほうが分かりやすくなります。 

（司会者） 

 ありがとうございます。その辺も留意してやっていきたいと思います。それでは，

８番の方，いかがでしょうか。 

（８番） 

 私も，議論の時間をたくさんとっていただいたので，十分な議論ができたと思い

ます｡皆さんの意見も出尽くしたような感じだったので，十分じゃないかなと思いま

した。自分の意見を十分に言えたかは，自分の中で，自分の言いたいことを整理する

というのは，ちょっとなかなか難しくて，そこに時間が掛かってはしまったんです

けれども，でも自分の意見は十分に言えたと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。参考にさせていただきます。では，６番の方，お願いしま

す。 

（６番） 

 議論に関しては，十分と言えるかどうか非常に難しいところがあるとは思うんで

すが，ただ，論点自体の解釈をしていただいて，その中では自分の考えがある程度発

言ができて，皆さんの意見もまとまるような形がとれて，その意味では，十分な議論

になっていたのではないかなというふうには思っています。 

（司会者） 

 確かに，今，６番の方がおっしゃられたとおり，十分な議論というのはなかなか難

しいかもしれないですね。裁判員裁判でやっていただく事件って，何か方程式があ

って，当てはめて答えが出るというわけではないので，解答をつけるというものじ

ゃないところを議論して結論を出さなきゃいけないところがありますので，そうす

ると，では，それが本当に正しかったかどうかという答えを検証できない部分もあ

ったりするところのものを議論していただくことになるのかな。ふわふわしている
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ところがあるというところだと思うんです。これを議論していただくというのはな

かなか難しいことで，その中でも今言っていただいたとおり，やっぱり自分の中で

も意見は言わなきゃいけないし，他の人も意見を出していかなきゃいけないという

ところでしょうか。ありがとうございました。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 後半は，朝からずっとみんなと議論してきて，大変いい議論になったと思います。

私はこう思うんだけど，あの人はああいう意見もあったんだなって，大変いろいろ

な意見が出て，良かったと思います。 

（司会者） 

 何か意見を出しやすくするために，こんなふうにしたらいいとか何かありますか。 

（５番） 

 お菓子を出していただいて，それで，雰囲気をよくしていただいたということも

あると思います。ちょっと疲れたななんて思うとお菓子があったり，それで飲み物

があるから，自由に飲んでくださいとか，そういう雰囲気も良かったと思います。 

（司会者） 

 意見が出しやすい雰囲気とともに，集中力が切れないような雰囲気作りも大事と

いうことでしょうか。 

（５番） 

 そうですね，はい。 

（司会者） 

 ありがとうございます。非常に参考になります。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 時間的なところでは，多分，余裕を持って日程を組んでいただいたと思うんで，十

分な時間があったと思います。ただ，話合いのところでは，やっぱりみんないろんな

考えがあるんで，全員が全員同じ意見になるかというと，やっぱり違うところがあ

ると思うんですけども，裁判長がその一つ一つの区切りで，みんなに，分からないと
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ころはありますかというところを聞いたところで，その都度，自分からは発言でき

なくても質問されてくるような状況を作れたというのも，一つ，そのもやもやをな

くすというところであったと思うので，僕は，結構そこで質問できたというところ

があるんで，十分な議論かどうかは分からないんですけども，僕は，もやもやはその

都度なくすことができました。 

（司会者） 

 進行する中での議論の中で，ちょっと引っ掛かっているところかどうかも，きち

んと拾いながらやっていくということもやっぱり大事だということでしょうか。あ

りがとうございます。大変参考になります。２番の方，お願いします。 

（２番） 

 私は，聞き漏れたところがあっても，次にデータ，紙ですぐに頂いたり，分からな

いところはありますかと説明をしていただいたり，また，順番に質問等を振ってい

ただきまして，心構えができてとても参考になったり，また自分なりの意見も述べ

させていただきました。 

（司会者） 

 ありがとうございました。では，１番の方，お願いします。 

（１番） 

 いろんな判例とか資料とかをその都度説明していただきながら，それについて議

論をしたので，すごく議論はしやすかったと思うし，自分なりの意見はかなり多く

述べさせていただいたことは確かでした。ただ，それよりももう一つ，すごく，あ

あ，こういうことなんだなというのは，例えば裁判長，裁判官の皆さんが，やはり僕

たちとある程度同じ目線に立って，僕たちと同じように意見を述べていて，やっぱ

りそのことに対してみんなで討議していくんだというところ。僕は，最初は裁判員

の皆さんで討議するだけなのかなという気持ちがあったんですけれども，同じよう

に裁判長，裁判官の皆さんが意見を述べているというところで，すごくそこが意見

を述べやすくなった原因だったような気がします。 
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（司会者） 

 どうもありがとうございます。これも，法律的には，裁判員の皆さんと，裁判官も

やっぱり意見を言わなきゃいけないということになっているんですね。だけど，裁

判官があんまり意見を言い過ぎると裁判員の方々が言いにくくなっちゃいけないと

いうのもすごくあって，その兼合いが非常に難しいところがあってですね，いろん

な雰囲気と，あとどういう順番で言ってもらうかというところが，できるだけ気を

配ったりとかしていきたいとは思っているんですけど，なかなかこれは難しいとこ

ろもあるんです。裁判官，どうですか。 

（裁判官） 

 裁判官の立場からすると，この評議がすごく，一番刺激を受ける場面で，本当にい

ろんなバックグラウンドがある方から意見を言っていただくと，私の中でも考えが

ちょっと変わったりとか，意見がまとまったりということで，すごく参考になる，す

ごくいい場だなというふうに思っています。裁判員の方々もすごくリラックスした

というか，自然体の意見を述べていただけるので，すごくいい意見交換というか，議

論ができているというふうな感じを持っています。先ほど司会者から，裁判官が先

に発言しちゃうと影響があっちゃいけないなんて話もありましたけれども，裁判官

が発言して，反対の意見を持っている方は結構反対ですというふうにはっきり言っ

てくれたりするので，そういう意味では何かとても評議ってすばらしいなというふ

うに私は感じています。 

（司会者） 

 どうぞ，お願いします。９番の方。 

（９番） 

 ほとんどの方が，人前で意見を言うってすごく苦手な方が多いと思います。自信

を持って私は好きだという方もいるかもしれませんけれど，女性の場合は，ほとん

ど人前で話をしたり意見を言うことがすごく苦手なんで，この間の評議の最中でも，

裁判長や裁判官が「いいですよ，意見，何でも言ってください。間違いはありませ
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ん。」って，そんな感じの雰囲気で，あなたの言ったことは間違いということはない

ですから，何でもいいですから，意見をどんどん出してくださいみたいなことにな

れば，私も女性としては意見が出しやすいかななんて，ちょっと思ったことがあり

ます。 

（司会者） 

 どうしても人前で自分の意見を言うことに慣れていない人というのがいるという

のは，やっぱりそのとおりだと思います。雰囲気を作るというところがやっぱり大

事というところでしょうか。ありがとうございます。雰囲気作りについて，何かアド

バイスはありますか。もっとこういうふうにした方が意見が言えるんだけど，とか，

御経験されたような感じでいいでしょうか。昼の時間帯で仕事をしているわけなの

で，その中で，もちろんリラックスするなり，緊張を解いた中での意見表明になりま

すので，その仕事をしているという中の意見の出し方としても，何かありますか。当

てるほうが好きとか，手を挙げるほうが好きとかって，私は，ミクスチュアでやるほ

うがいいかなと思っているんです。なぜかというと，手を挙げる方式だけでやると，

手を挙げている人の意見だけが強くなっちゃうといけないなというのがあって，や

っぱり裁判員６人，補充裁判員もいらっしゃって，チームでやるということはなか

なか手を挙げにくい人の意見も拾いたいなと思っているので，当てたりしてやって

いるんですけど，当てられるときも緊張すると思いますが，９番の方はいかがです

か。 

（９番） 

 そうですね，でも，来る以上は，もう必ず意見を出さなきゃならないと覚悟を決め

ていますから，当てられたら，はっきり，たとえ間違った意見でも，人と違った意見

でも，やっぱり自分が思ったことは発表したほうがいいんじゃないかなということ

と。それで，皆さんと裁判官と一緒にお昼に一緒に御飯を食べたりとか，そういう世

間話なんかすることで，ちょっとリラックスするということもあるかもしれません。 

（司会者） 
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○ 難しい事件をやり遂げるための配慮・工夫 

 何か，補足でありますか。評議の点はいいですか。そうやって評議をして，最後に

判決までたどり着いたわけです。今日来ておられる皆さんの事件は，法廷での証拠

を全て見て，全ての論点を議論して，皆さんに自由に意見を言っていただいて，判決

まで行ったということですけれども，なかなか大変だったと思いますけど，今回の

事件，今回争われた事件ですけれども，それを実際にどうやって乗り越えていった

のか，あるいはこういうこともあったんだが，乗り越えられたんだというのはいか

がでしょうか。切り口としては，恐らく難しさの幾つかは，さっきの皆さんのお話を

お聞きすると，一つはやっぱり難しいことなんじゃないかという難しさの話と，あ

と，日常生活の折合いとの難しさというのがあると思うんです。裁判に参加するこ

との難しさと日常生活との折合いとの難しさを，実際にこんなことがあったから乗

り越えられたんだよということを御紹介いただければ大変心強く思います。１番の

方から，お願いします。 

（１番） 

 まず，私の場合は，選ばれる日を入れてから６日でしたよね。そんな日程でしたけ

れど，やはり，その間の職場というのはすごく心配になって，でも，そういう面で

は，職場がやはり理解を示してくれて，やっぱり出てこられたということもありま

す。本来そこが一番難しいのかなと，仕事を休むということが難しいのかなという

ところが，やはり職場の理解というところで良かったというところと，あとは，やは

り確かにそういう難しい事件等々ですけれども，ただ，その討論する場ですとか，控

え室ですとか，やっぱりすごくイメージとすごくリラックスできる場を提供してく

れていたので，そういうところで意見も出しやすかったり，自分の思っていること

を言えたりというところで，自分の役目ってこれで果たしていけるんだなというと

ころで，やっぱり自分に対する安心感だとか，そういうものは持てたと思います。 

（司会者） 

 ありがとうございます。２番の方，お願いします。 
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（２番） 

 私も，先ほどお話しいただきました職場の理解がありまして，参加させていただ

きました。そして，またいろいろと議論が進む中で，裁判長が，家に帰ったら頭を切

り替えて，全部忘れて，また明日出て来てくださいというふうに言われたんで，その

言葉がとてもありがたく思いました。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 私もそうですね，仕事がやっぱり。長い期間だったんで，職場の理解を得ることが

前段階で準備とかあって，なかなか時間が掛かるところがあったんで，そこはなか

なか，少し苦労したなというところがあって。その他には，裁判員になって，裁判の

日程の中でも，その日の中で裁判が終わったら引きずるということもなかったです

し，その都度分からないことは全部質問して解決できていったので，そうですね，特

に難しいって思うところはなかったです。仕事の兼合いぐらいですか。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，お願いします。 

（５番） 

 私は，皆さんと違って主婦ですので，家にいたから，家族の理解もあって乗り越え

られたと思います。それで，１日が終わりますと，裁判官が，事件のことはもう忘れ

て，頭を切り替えて，また明日新たに出て来てくださいねって言われたことがとっ

ても良かったと思います。それで，朝来ると，昨夜は寝られましたかって必ず聞いて

くださって，その言葉に励まされて，それで２か月ちょっと頑張ってこれたと思い

ます。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，６番の方，お願いします。 

（６番） 
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 一番乗り越えなければいけないところが，やっぱり仕事との兼合いですか，そう

いう部分が一番ですね。どなたも難しいのではないかなと思いますが，私の場合は

農業なんで，これが忙しいときに，例えば私は桃を作っているんですけれど，桃の出

荷時期に当たったらとてもじゃないけど，出て来られない。やっぱりそういうのに

掛かっています。その辺りの環境作り，そういうことがもっともっと進むといいの

かなと，皆さん出やすいのかなという，そういうことです。そこの自分の生活との折

合い，そこがやっぱり乗り越える部分として一番大きいんじゃないですか。来てし

まえば，乗り越えることってそんなに大きくはないんで。 

（司会者） 

 やっぱり日常生活，仕事との兼合い，折合いをつけるところが大変で，実際に裁判

所に来てみて，参加してみると，それはそんなに心配するようなことはないという

ところでしょうか。ありがとうございます。では８番の方，お願いします。 

（８番） 

 そうですね，私もやっぱり期間限定で仕事をしているので，そういうときに当た

ってしまったら，すごく難しいかなと思ったんですけれども，そういうこともなか

ったので，仕事の兼合いで難しいということもなくて，同じように裁判員になった

方が話しやすい雰囲気で自分の意見を言いやすかったので，特に何か乗り越えなき

ゃならない難しいところがなくて，家族も協力的だったので，いつもは「お疲れさ

ま。今日も御苦労さま。」って，普段言ってもらったことがないような言葉を久々に

言ってもらえたので，そこはすごく良かったです。 

（司会者） 

 御家族のサポートもあってということですか。あと，裁判の中ではやっぱり雰囲

気が良かったので，そこは乗り越えていけたんだろうと，そういうところでしょう

か。ありがとうございました。９番の方，お願いします。 

（９番） 

 皆さんが言ったことと本当に同じなんです。職場の理解があって，８日間来られ
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たということで，職場にはありがたいなって感謝しています。乗り越えたというの

は，私たちこの素人の裁判員制度で，判決は決まるけど，私たちで大丈夫なのかな，

みたいなことを心配したんですけれども，皆さんの意見と，その８日間来たという

ことで，無事解決できたということで，ああ，こういうものなんだということが分か

って，乗り越えた難しさというのは，別になかったです。家に帰ったらもう忘れて，

普通の生活に戻りました。 

（司会者） 

○ これから裁判員裁判に参加される方々へのメッセージ 

 ありがとうございます。それでは，最後に法曹三者からの質問の時間などを設け

たいと思うので，一番最後の問いになりますけれども，これから裁判員裁判に参加

する方々へのメッセージということで，山梨県民の方には，これからも甲府地裁に

お越しいただいて裁判員裁判に参加していただくということになります。さっきち

ょっと雑談した限りでは，皆さんの周りには実際にその後裁判員になって，裁判員

の選任に行かなきゃいけないんだよという方はいらっしゃらないようですけども，

この制度が続く限り，いつかそういう方が周りにいるかもしれませんし，今，仮にそ

ういった裁判員裁判で今度行かなくちゃいけないんだよという方にもしも何か伝え

ることがあるとしたら，どういうメッセージをお伝えされるかというところをちょ

っとお聞きしたいと思います。９番の方から順にお願いします。 

（９番） 

 そうですね，周りで裁判員制度に今度行くんだよという方がいたら，人生勉強の

ために行ってこいと言います。また，行ったら，自分の意見を恥ずかしがらずにどん

どん言ったほうがいいよということは言うつもりです。裁判官も裁判長もみんない

い人だから，緊張することはないよ，私はこうでしたよという，経験の話をしたいと

思います。 

（８番） 

 そうですね，なかなかできる経験ではないので，裁判員になったら，せっかくなの
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で，やっていただきたいと思うのと，あと，特別なことをするわけではなく，自分の

考えをうまく言えなくても周りの方がフォローしてくれるし，この，チャンスって

言ったらおかしいんですけども，せっかくなので，一度やってみるのも悪い経験で

はないんじゃないかなって思います。 

（６番） 

 あまり大きな声では言えないんですけど，でもやっぱり国民の義務というか，そ

ういう部分ではあると思うし，そういう機会をもらったのであれば，やはり司法と

いう部分も自分で考えてみるということもやっぱり必要なんじゃないかなという気

はしますので，そういうことを学ぶというか，そういう機会としては非常にいい機

会を与えていただいているんだろうなというふうには思うところがありますので，

是非，どんどんと言ったらあれですけど，参加をしていただいて，やっぱり日本の国

ってこれからどうなっていくのかな，どんな考え方で進んでいくのかなみたいなこ

とを含めていろいろと考えていただけるといいな，なんていうことを思います。 

（５番） 

 もし裁判員に選ばれたら，極力やってくださいって言いたいです。自分の勉強の

ためにもやってほしいです。 

（４番） 

 僕も，裁判員というのは国の政策というところでやっているところがあると思う

ので，基本的には参加するというスタンスで，仕事の兼合いがつくんだったら，どん

な形にしろ絶対に経験にはなるでしょうし，自分の意見を求められて聞くという機

会も，なかなかそういうことができないところで，いろいろできるような環境もあ

るので，先ほど言ったように法的な知識がなくても，普通に参加できるというよう

な環境もあるんで，そうですね，一つのいい経験として，是非参加したほうがいいと

いうふうに思います。 

（２番） 

 私も裁判員に参加させていただきまして，誤解ではないんですけど，当たらなき
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ゃいいなということがあったんです。選ばれたら，とてもいい機会を与えていただ

きまして，もし次に当たる方がおられましたら，是非抽選に来ていただいて，当選し

ていただいて，裁判員になってもらいたいと思いました。 

（１番） 

 お金を出してもできることではないので，選ばれたら是非率先して自分の経験と

してやっぱり参加していただきたいですし，そこに行って，そんなに，すごく難しい

ことに直面するというところではないので，リラックスして参加していただけたら

いいなと思います。 

（司会者） 

 皆さん，力強いお言葉をありがとうございます。まとめさせていただくと，とても

いい経験になるので，是非参加してほしいというメッセージがあって，実際やっぱ

り経験した立場からすると，決して特別なことをやるわけではなくて，決して難し

いことをやんなきゃいけないわけではないので，いい経験になるから，仕事と折合

いをつけて参加してほしいと，こういうメッセージが多かったと，こうまとめさせ

ていただいてよろしいでしょうか。ありがとうございます。 

○ 質疑応答 

それでは，話題事項で用意させていただいたところは以上としまして，あとは，今

日出席していただいた検察官や弁護人から何か質問があればと思いますが，検察官，

何かありますか。 

（検察官） 

 例えば，皆さん，何か今日はお茶菓子の話と滑舌の話がやっぱりみんな気になっ

ているんだなというのがありましたが，この中で，皆さんは，検察官ってどういうよ

うな人というイメージを持っていて，特にこの裁判員裁判という場，裁判という場

で，どういうのが期待されているんだろうかというのをちょっと聞いてみたいなと。

検察庁の中では，やっぱり検察官たるものやはり厳しくあるべきだというような意

見があったり，あるいは，逆に裁判員に媚びたようにいつもと態度を変えるのはど
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うなんだという意見もあったりして，別に具体的に聞きたいわけじゃないんですが，

どんなようなところが検察官としてふさわしい，どういうのを皆さんがいいって思

うのかなというのを，もしお聞かせいただければ。 

（司会者） 

 整理すると，実際に裁判員を経験されて，検察官の活動を見た上で，検察官という

のはこういうふうにあってほしいというイメージがあれば教えてほしいと，こんな

ところでしょうか。１番の方はいかがでしょうか。 

（１番） 

 テレビで見る裁判って，検察官ってすごく怖いなというイメージでしかなかった

ですね。実際にその場に立たせてもらって話を聞いている限り，僕は，こういう質問

の仕方，言葉遣い，態度とかというのは，すごいなって思った限りなんです。本当

に，もちろんその証拠ですか，検察というと，どちらかというと刑を何年にしなさい

という，そんなようなイメージだったんですけれど，実際にそういう証拠を持って，

こういうことが妥当とされると思うんですよというところだと思うんです。やはり

その中に，聞いている側からすると，しゃべり方，物腰，態度というのはものすごく

印象に残ってしまうんです。そのときに，僕のときには，いや，すごい検察官さんだ

なと。まず，いい意味で，すごく感じたところはありました。 

（司会者） 

 検察官は，やっぱり厳しいほうがいいですか。 

（１番） 

 そうですね，あんまり厳しくても，逆に同情しちゃう面があると。そうすると，や

っぱり弁護士さんが弁護すると，やっぱりそっちに傾く。人ってそういうもんじゃ

ないのかなと思っていたので，僕は，今回のことは，すごくそういうふうに双方見な

がら感じていたところです。 

（司会者） 

 ２番の方，検察官のイメージはこんなイメージだといいな，というのはあります
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か。 

（２番） 

 私としましては，いつもどおりでとてもお話も聞けたし，理解できましたし，また

分からないところは，いろいろ資料を頂いたりして分かりましたので，いつもどお

りでよろしいかと思いました。 

（司会者） 

 ４番の方，検察官ってこんなイメージの方がいいんじゃない，みたいなアドバイ

スってありますか。 

（４番） 

 そうですね，僕は，検察官と直接話したこともないんですけども，やっぱり警察と

かで全部下調べして，その証拠とかが全部上がった上で起訴なりして，そこで確実

に落とすというような形でやっていると思うんで，そこら辺のやっぱり迫力ってい

いますか，責任の重さ的なところがやっぱり見ててもひしひしと伝わってくるなっ

て感じなんですけども。でも，それがあるべき姿というか，やっぱり事件が事件とい

うのもありますし，そこはやっぱり一つの判決を下す部分ではもう致し方ないとこ

ろなのかなというふうに思うので，そのままでいいと思います。 

（司会者） 

 では，５番の方，検察官のイメージで何かありますか。コメントは。 

（５番） 

 今のままでいいと思います，私は。別に意見はありません。 

（司会者） 

 ６番の方，いかがでしょうか。 

（６番） 

 私も検察官という方，職業を見れば，どんなイメージなのかなということは，ほ

ぼ，テレビでは当然見ていましたけど，でもやっぱり現実の世界でそういう方に会

うことって，やっぱり裁判官もそうなんですけど，弁護士もそうなんですけど，ない
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もんですから，仕事の流れからすると，きっとこういうふうな感じなんだろうなっ

て。やっぱりそれはそのとおり，裁いていく側ですから，それはそうだと思います

し，逆に裁判員の方々が，この人いい人だなって思われるようなことだと，逆に思う

ところへ行けないんじゃないかなというふうな気はしますので，逆に，本当に今の

ままで，というか，強めぐらいのイメージで，怖いな，私悪いことできないわとい

う，そういう感じを持っているくらいの方がいいんじゃないかなというふうに思い

ます。 

（司会者） 

 ありがとうございます。８番の方，いかがでしょうか。 

（８番） 

 そうですね，私も検察官の方ってテレビドラマのイメージしかなかったので，で

も実際はドラマほど厳しくなく，話も分かりやすくて，今のままで大変いいと思い

ます。 

（司会者） 

 ９番の方，いかがでしょうか。 

（９番） 

 そうですね，検察官の方たちも毎回の事件で一生懸命仕事して，一生懸命調べて，

一生懸命していると思うんですけども，やっぱり大きい，小さいに関係なく，事件に

関わって判決を決めるということなので，ちょっと厳しくしたほうがいいかなと思

います。甘い言葉は必要ないと思います。 

（検察官） 

 ありがとうございます。 

（司会者） 

弁護士からは何か質問はありますか。 

（弁護士） 

 多分，裁判が始まる前の冒頭陳述，弁護人とか検察官が話をするときに配られる
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メモとか，裁判の最後に配られる論告とか弁論とか，弁護人とか，検察官が話すとき

に配られるメモについてなんですけれど，それを検察官も弁護人も結構苦慮してい

る部分があると思っていて，どうやったら見やすいかなとか，どういう色遣いだと

いいかなとか，そういう検討をしているんですけど，もし御担当された事件の中で，

こういうことが書いてあるのが良かったなとか，こういうのが視覚的に分かりやす

かったなとか，そういった御意見があれば伺いたいです。 

（司会者） 

 ９番の方，いかがでしょうか。 

（９番） 

 分かりづらさはないです。 

（司会者） 

 ８番の方はどうですか。 

（８番） 

 そうですね，私も特にないです。すごく難しい漢字もなかったので，読めました

し，あまり難しい漢字を使われてしまうと，読めないときもありますし，そこもすご

く不安だったです。でも，そういうこともなかったので，大丈夫です。 

（司会者） 

 御担当いただいた事件に関しては評判良かったと思います。同じ事件を担当され

た６番の方，弁護士さんのメモはいかがでしたか。 

（６番） 

 私も，そんなに見づらかったとか，そういうふうなイメージを持った感じはあん

まりないです。はっきりは覚えていないんですけど，ただいろいろそういうところ

で御苦労されているんだなという話を今聞いて，ああ，そうなんだというのちょっ

とお聞きして。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，５番の方，いかがでしょうか。 
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（５番） 

 素人の私たちにも分かるように色分けをしてくれたのが，とても良かったと思い

ます。 

（司会者） 

 カラーの方が分かりやすいですか。 

（５番） 

 そうですね，カラーでなく，これが白黒だけだったら，ちょっと分からなかったん

ですけど，赤とか黄色とか，いろいろカラーにしてくれて，その辺りがよく分かって

良かったです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。では，４番の方，お願いします。 

（４番） 

 そうですね，僕も，今これを見て思い出してきたんですけれども，検察側もこうい

う証言をもとに，だからこの証言は信用できるなりの，その，一つ一つの言葉に対し

て作っていますし，弁護側の方も，ここが信用できないんじゃないかとか，ここが問

題点であるというのをちゃんと明確にしているんで，その辺りは，その点について

の議論をしやすいような作り方になっているのかなというのはすごく思います。 

（司会者） 

 議論しやすい作りだったということですね。２番の方，いかがでしょうか。 

（２番） 

 ５番の方と同じように，パソコンを駆使しまして色分けがあったり，それから矢

印があったりして，それを見ますと流れがよく分かりました。それから，色のことで

も力を抜かない部分がありまして，よく分からないんですけど，一生懸命やってい

るなという気持ちをひしひしと感じました。 

（司会者） 

 １番の方，いかがでしょうか。 
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（１番） 

 もちろん，その資料等の作り方はそれぞれあると思うんですけれど，やはりそれ

に対しての説明の仕方で，すごく理解できるところと，理解できないところがある

なということは感じました。 

（弁護士） 

 ありがとうございました。 

（司会者） 

 裁判官からは，何かありますか，質問は。 

（裁判官） 

ありません。 

（司会者） 

 それでは，次に，報道関係者の方から出された質問がありますが，守秘義務がある

ことについての心理的負担があるかどうかという質問です。実際，皆さんに守秘義

務が課されていて，法廷で見聞きしたことは別にしゃべっても構いませんが，評議

の中で，何対何で決まっただとか，こんな意見が出たという，そういう評議の秘密

と，あと関係者のプライバシーに関しては秘密を守ってくださいとお願いをしてあ

るんですが，そういう守秘義務があることについての心理的負担というのがあるか

どうかについてはいかがでしょうか。では，１番の方，お願いします。 

（１番） 

 はっきり申し上げて，審理の内容ですとか，それまでの決め方とかって覚えてい

ないんです。忘れてしまっていますので，語りようにも語りようがないと。ただ，そ

の，やったことに対する事件の内容とか，そういうものはしゃべってもいいよとい

うことだったので，それはもちろん出ていることで，評議でみんなで話し合って多

数決うんぬんというのは覚えてはいなかったので，全然守秘義務に対しての重さは

感じてはおりませんでした。 

（司会者） 
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 ちなみに，他の人からいろいろと裁判員のことを何か聞かれて，これは守秘義務

があるから，答えられないんですって言って困っちゃったことってありますか。 

（１番） 

 ほとんどなかったです。結局，他の人って，どういう審理をするかということも知

らないわけで，だからそういう質問はもちろんないですし，ただ一応，こういう事件

で，こんな悲しい事件で，実際はこういう判決が出たんだよというくらいの話しか

ないです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。２番の方はいかがでしょうか。 

（２番） 

 特にありませんでした。 

（司会者） 

 ４番の方，いかがでしょうか。 

（４番） 

 僕も，聞かれたこともないし，特に僕も何か言いたいな，でも，みたいなこともな

かったんで，そんなに苦しくなかったです。 

（司会者） 

 審理の期間は長かったですけれど，恐らく，職場の方にも結構長く御迷惑を掛け

たというか，どんな感じだったですか。でも，むしろ，そんなに事件のことを周りの

人はあんまり聞かないんですか。 

（４番） 

 そうですね，周りの人がそこまで，あんまりそこに興味を持っていないというの

が多分あるでしょうし，ただ，僕の中でどうかというかが一番だと思うんで，別に，

そんなに周りの方は，僕が裁判員になったというのも，多分そんなに，周りの人から

どうだった，どうだったってそんなに聞くほどのことでもなかったのかなというふ

うに思います。 
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（司会者） 

 では，５番の方はいかがでしょうか。 

（５番） 

 ありませんでした。近所の人にも，私が裁判員裁判に行っているということは内

緒にしていたし。 

（司会者） 

 内緒にする必要はないんですよ。 

（５番） 

 それでも，家族にも，私が裁判員裁判に行っているということは絶対だめって口

止めしています，言っちゃいけないと思ったもんですから。それで，家族も，裁判が

終わって帰ってきても絶対聞かなかったから，その点は楽でした。 

（司会者） 

 ６番の方はいかがでしょうか。 

（６番） 

 私的には，自分にはそれ以上の何か秘密がいろいろあってですね，そういうもの

をいちいち告白するみたいなことは，当然自分でもしないわけで，それがじゃあ自

分にとって負担かというと，そんなに負担ではないです。こういう件に関しても，そ

れが渦中で，マスコミさんでいろいろと取り上げている最中であれば，当然興味を

持って聞かれることもあるんでしょうけれど，事件が起きたときにはありますけど，

裁判中ってそんなでもないんじゃないかなというふうには思うので，聞かれること

もなかったですし，その意味では全然負担はなかったので。 

（司会者） 

 分かりました。８番の方，いかがでしょうか。 

（８番） 

 私も周りの人から聞かれることもなかったですし，やっぱり，事件が起きた当初

は皆さん興味があるかもしれないんですけど，裁判やっているときって，ほとんど
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の方が興味ないので，何も聞かれなく，それを過ぎてしまうと，審理の内容とか，ど

こがどうだったとか，詳しい内容は忘れてしまったので，特に負担はなかったです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。９番の方，お願いします。 

（９番） 

 勤務先の方で特別休暇というお休みを８日間もらっているということで，皆さん

「何したの。」ということは聞きました。「裁判員制度で行くんだよ。」ということで，

周りはすごく裁判員制度ということで，周りの人で行った方がいないので，すごく

興味があって，私に「何するの，どういうこと。」って，「何の事件」って向こうから

言ってきて，私が言おうとすると，「あっ，そうだ，言っちゃいけないんだよね。ご

めん。ごめん。これ聞いちゃだめなんだよね。」ということで，向こうの方で聞きま

せん，それだけ聞いただけで。私の方は，守秘義務で，精神的には別に，黙っていた

からすごく苦痛だったとか，そういうことは何もないです。 

（司会者） 

 ありがとうございます。あと，今日傍聴されている記者の方から，何か質問はあり

ますでしょうか。 

（読売新聞記者） 

 否認事件ということでお伺いしたいことがあるんですが，例えば，被告人が，私は

やっていませんと主張している中で厳しい判決を選ばなくてはいけないこともある

だろうし，弁護人や検察官が意見が全く食い違っているといった，そういった状況

を皆さん見てこられたと思うんですが，そういった中で独特な心理的負担であると

か，苦難でありますとか，そういったことにお答えいただきたいということが一点

と，またそういう状況について，裁判官の方からどのようなアドバイスがあったか，

助言などがあったかということについて，その以上２点について皆さんにお答えい

ただければなと思います。 

（司会者） 
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 整理すると，皆さんに担当していただいた事件は，事実関係に争いがあった事件

なので，検察官さんと弁護士さんが違うことを言っていたのですが，これについて，

実際に自分が裁判して判断していくことに対する心理的な負担がどんなものだった

かということと，それに対する我々裁判官からのアドバイスは，どんなものがあっ

たのかというところが質問だと思います。では，検察官と弁護士さんで対立してい

る事件の心理的負担と裁判官のアドバイスについて，何かありますでしょうか。 

（８番） 

 そうですね，それは裁判員，自分一人で決めるんじゃなくて，裁判員のみんなで話

し合って，どれが正しいか，誰が本当のことを言っているかという議論を結構した

ので，特に自分一人で背負うということではなかったので，心理的負担は特になか

ったです。 

（司会者） 

 チームで話合いをして出した結論だというところだったので，一人で全部責任を

負っているわけではないというところで負担ということではないということですね。 

（８番） 

 はい。 

（司会者） 

 ６番の方，いかがでしょうか。 

（６番） 

 結果というと，答えを探しているということで，「真実は一つ」じゃないんですけ

ど，それを見付けていくというふうな部分のことを考えていったような気がするの

で，誰が何を言おうがみたいなところがあって，そんなにそれ自体は負担ではなか

ったですし，裁判官の方々から頂いた部分を理解する上で，こういうものはこうい

うふうな，理解としてはこんなふうな形で理解をしていただくのがいいんじゃない

ですかというふうな，理解をする上でのアドバイスは頂いたと思うんですが，方向

を自分たちで出していく上では，やっぱり最終的には自分の考え方で出していけた
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と思いますし，そういうのを含めて負担は少なかったと思っています。 

（司会者） 

 ありがとうございます。５番の方，いかがでしょうか。 

（５番） 

 私も８番の方と全く同じです。別に負担はなかったです。 

（司会者） 

 ４番の方，いかがでしょうか。 

（４番） 

 僕も，そうですね，負担というところは，何か対立していても，基本的にどちらを

信じる，信じないというのも最初は全然考えていなかったですし，一つ一つの言葉

をみんなで話し合っていって，じゃ全体的にどうだったかみたいな形のところでど

うかっていうのを自分の中での考えというのができてきたんで，その，対立してい

て，向こうが，どっちかを最初に肩入れするような見方だとかというのは全然なか

ったんで，僕はそんなに，そうですね，難しかったことはそんなになかったです。 

（司会者） 

 チームで話し合っていったから，ということですかね。 

（４番） 

 はい。 

（司会者） 

 ２番の方，いかがでしょうか。 

（２番） 

 先ほど裁判長がおっしゃったように，チームで話し合って，意見をすり合わせた

り，それぞれが自分の意見を伝えながら進めていましたので，私も，特に負担に思う

ことはありませんでした。 

（司会者） 

 １番の方いかがでしょうか。 
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（１番） 

 皆さんと同じです。一番最初に，この裁判員をやるときに，自分がこんなことがで

きるのかという心配はもちろんあって入ってきたんですけど，結局その証拠ですと

か，今までの判例ですとか，資料とか，説明を頂きながら，みんなで討論していると

きに，そういう心配は一切なくなったというのが現実だと思います。 

（読売新聞記者） 

 ありがとうございます。 

（司会者） 

 ほかに質問はありませんか。よろしいですか。時間の方も来ましたので，それで

は，本日はお越しいただいた皆さんのおかげで，本当に実際の裁判員裁判の方では，

素晴らしい判決ができたと思っています。また，本日は，貴重な御意見を頂きました

ので，我々の方でもいろいろと宿題がまた見えてきたと思います。引き続き甲府の

裁判所には山梨県民の方に来ていただいて裁判員裁判をやっていくということかと

思いますので，山梨県民の方に来ていただけるような環境整備なども努めていきた

いと思います。本日は，本当にありがとうございました。 


